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論 文内 容 の 要旨

1ま鉛単結品でのサイ クロトロン共鳴、 アルフェ〆波をマイクロ波を用い、 1.6・KでアズベJレ・力一
一→

ナー配置(QょB.)で磁場変調法により銅らベた。通常の金属で観測される アズベル カーナー型サ

イク ロトロン共鳴とは非常に異なった吸収曲線を得、又サイクロトロン共鳴近傍zにむける7)レフェン波

の分散の興常を得た。これらを弱い非局所効果を考えたプラズマ励起を考えることにより、分散式投

び表面インピーダンスを使ってi~明した 。

齢文 の 審査結果 の 要旨

金属の7ズベル ・カ ナー型のサイクロトロン共同fjに関してはすでに多くの報告がなされている。

通常の金属においては、マイクロ波に対する表皮厚さはサイクロ卜ロン半径の百分の l以下と言 う強い

空間分散の領域に主り、マイクロi庄はサイクロトロン軌道が表而に顔を出したときだけ作用するので

国論的な取扱いは極めて簡単で、実験的にも多数のハーモニ yクスが規則正しく並んでいで、その解

析はすでに問題はなくなっている。しかし半金属ビスマスの正孔については、表皮厚さがサイクロト

ロン半径よりもむしろ大きく 、弱い空間分散の領域にはいり、限論的解析がむつかしく、実験(1'，には

共鳴には巽常性があらわれる。しかるに従来はこのことに気付かれず、金属のアズベル カーナーと

同じ様にして解析されていた。

中原君はωCTカ吃001こも及ぶが非常に純度が高いビスマス結晶を作製し、又表面の処盟にも非常な

注意を払ってするどい共鳴パタ← ンを得ることに成功したが、その結果正孔については fundamental

(ω=ωC)の共鳴線はほとんどあらわれないのにかかわらず、二次のハーモニ yクス(ω=2ωC)か異常
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に大きいこと、又磁場の方向によっては2本以上に分れた複雑な共鳴線の得られることを見出した。

中原君はこれを団体プラズマ中の電磁波(アルヘン波)と、プラズマ縦励起及び横励起との結合モ

ードの存在によるマイクロ波の反射と云う概念を用いて説明し、その lineshape を計算して実験と

よい一致を得た。そしてω=nωCと云う共鳴の位置は必ずしも lineの中心ではないことを見出した。

その結果従来信じられていたビスマスの正孔の質量は正しくないことが明らかにたり、正確な値が決

定された。

このように中原君の研究は固体プラズマにおける新しい励起のモードを発見したもので、理学博士

の学位を受けるに充分の価値があるものと認められた。
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